
WGP500

YZR500 30年の進化 

モーターサイクルレースの最高峰・ロードレース世界選手権（WGP）は、2002年、半世紀をこえる歴史の中で最大の変革を遂
げています。1949年の発足以来トップカテゴリーとして世界中のワークスの目標であった500ccクラスが、4ストローク990ccマシ
ンによるMOTO-GPクラスとして新たな時代を迎えたのです。 
 
ヤマハは、ロードレース世界選手権にチャレンジを開始した1961年以来、所期の目的を遂げワークスとして一時撤退をした1968年
までの8年間に5回のメーカー選手権を獲得しています。そして市販ロードレーサーの提供によって世界のプライベートライダーを
バックアップした5年間を経て1973年に再びチャレンジを開始しました。この時新たな目標としたのがトップカテゴリー・500ccクラ
スへの挑戦、それもMVアグスタをはじめ当時全盛を誇っていた4ストロークマシンに対する2ストロークマシンによる挑戦でした。 
 
以来30年、ヤマハワークスマシン『YZR500』は、今日のモーターサイクルのスタンダード技術ともなっている多くの新技術の研究
開発をつづけながら、ジャコモ・アゴスチーニ、ケニー・ロバーツ、エディー・ローソン、ウェイン・レイニーをはじめとする多くの名
ライダーによって優勝回数115回、優勝経験ライダー20名、ライダーチャンピオン10回、メーカーチャンピオン9回という記録を
残してきました。 
 
今年第4回を迎えた『チャレンジ展』は、今日のヤマハ発動機の企業精神であるチャレンジスピリットの醸成過程できわめて大きな
役割を果たしてきたレース活動の中より、1960年代から一貫して継続しているロードレース世界選手権への挑戦を取り上げ、
中でもトップカテゴリーにおいて2ストロークマシンの可能性を追いつづけたファクトリーマシン『YZR500』の30年をまとめました。 

会期： 2003年6月24日（火）～11月28日（金） 
会場： ヤマハコミュニケーションプラザ 

第4回 チャレンジ展 

ヤマハ発動機株式会社 コミュニケーションプラザ 
〒438-8501 静岡県磐田市新貝2500 

Tel: 0538-33-2520／Fax: 0538-33-2530 
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あ
る
。
Ｙ
Ｐ
Ｖ
Ｓ
は
可
変
式
の
バ
ル
ブ
を
設
け
、
そ
れ
を
エ
ン
ジ
ン
回

転
数
に
合
わ
せ
て
作
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
最
適
な
排
気
タ
イ
ミ

ン
グ
を
確
保
す
る
デ
バ
イ
ス
だ
。
排
気
は
爆
発
に
合
わ
せ
て
周
期
的

に
繰
り
返
さ
れ
る
が
、
排
気
と
排
気
が
重
複
す
る
こ
と
で
パ
イ
プ
内

の
圧
力
が
互
い
の
脈
動
を
打
ち
消
し
た
り
、
増
幅
す
る
領
域
が
あ
る
。

排
気
時
に
打
ち
消
し
合
う
負
圧
が
生
じ
る
こ
と
で
、
排
気
効
率
が
向

上
し
て
出
力
の
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
は
ず
だ
と
開
発
ス
タ
ッ
フ
は

考
え
た
。

「
カ
デ
ナ
シ
ー
効
果
と
呼
ば
れ
る
こ
の
２
ス
ト
特
有
の
現
象
を
改

善
す
る
こ
と
は
、
２
ス
ト
の
可
能
性
を
広
げ
る
こ
と
と
イ
コ
ー
ル
で

し
た
。
２
ス
ト
発
展
に
お
け
る
重
要
な
歴
史
と
言
い
か
え
る
こ
と
も

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
長
年
の
Ｙ
Ｚ
Ｒ
開
発
の
中
で
、

テ
ス
ト
コ
ー
ス
で
の
ラ
ッ
プ
タ
イ
ム
を
一
番
縮
め
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
こ
の
Ｙ
Ｐ
Ｖ
Ｓ
採
用
時
で
し
た
」（
塩
原
）

20
年
間
Ｇ
Ｐ
を
リ
ー
ド
し
た
Ｖ
4
エ
ン
ジ
ン

’78
年
か
ら
’80
年
の
３
年
間
は
、
キ
ン
グ
の
名
を

ほ
し
い
ま
ま
に
し
た
Ｋ
・
ロ
バ
ー
ツ
の
ラ
イ
デ
ィ
ン

グ
に
よ
っ
て
、Ｙ
Ｚ
Ｒ
は
３
年
連
続
の
タ
イ
ト
ル

を
獲
得
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
も
は
や
無
敵

と
も
言
え
る
時
代
だ
っ
た
。

し
か
し
、
日
進
月
歩
の
グ
ラ
ン
プ
リ
シ
ー
ン
に

安
泰
と
い
う
も
の
は
な
い
。
ス
ズ
キ
は
ス
ク
エ
ア

４
エ
ン
ジ
ン
の
ニ
ュ
ー
マ
シ
ン
Ｒ
Ｇ
Γ
５
０
０
を
、

カ
ワ
サ
キ
は
Ｋ
Ｒ
５
０
０
を
、
ホ
ン
ダ
は
’82
年
に

３
気
筒
の
Ｎ
Ｓ
５
０
０
を
デ
ビ
ュ
ー
さ
せ
た
。

こ
の
よ
う
に
戦
況
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る

中
で
、
ヤ
マ
ハ
も
’81
年
に
ス
ク
エ
ア
４
搭
載
の
Ｏ

Ｗ
54
、
翌
年
に
は
そ
れ
を
発
展
さ
せ
た
Ｏ
Ｗ
60

を
開
発
し
、つ
い
に
は
初
の
Ｖ
４
エ
ン
ジ
ン
を
載

せ
た
Ｏ
Ｗ
61
を
デ
ビ
ュ
ー
さ
せ
る
。
Ｖ
４
エ
ン
ジ

ン
は
次
期
モ
デ
ル
と
し
て
早
い
段
階
か
ら
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い

た
が
、「
い
き
な
り
の
投
入
は
リ
ス
ク
が
高
い
」
と
い
う
判
断
の
も

と
、
ラ
イ
バ
ル
と
同
じ
土
俵
の
ス
ク
エ
ア
４
を
一
旦
は
投
入
し
、
そ

の
実
戦
デ
ー
タ
を
Ｖ
４
の
開
発
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
と
い
う
戦

略
を
採
っ
た
。

Ｖ
４
マ
シ
ン
の
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
２
５
０
cc
並
み
の
軽
量
・
コ

ン
パ
ク
ト
エ
ン
ジ
ン
の
設
計
が
目
標
と
さ
れ
た
。

２
ス
ト
は
ク
ラ
ン
ク
ケ
ー
ス
が
気
筒
ご
と
に
独
立
し
て
い
る
の
で
、

１
軸
Ｖ
設
計
で
は
並
列
４
気
筒
と
同
じ
幅
に
な
る
。
そ
こ
で
２
軸
Ｖ

を
採
用
す
れ
ば
気
筒
位
相
が
で
き
左
右
幅
を
狭
く
す
る
こ
と
が
可

能
だ
。
し
か
も
２
軸
な
ら
点
火
角
度
の
変
更
も
簡
単
だ
…
…
と
い
う

筋
書
き
ま
で
は
良
か
っ
た
が
、
問
題
は
吸
気
系
を
ど
こ
に
レ
イ
ア
ウ

ト
す
る
か
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

「
あ
る
日
、
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
が『
Ｖ
バ
ン
ク
の
中
で
デ
ィ
ス
ク
が

回
れ
ば
ね
ぇ
』と
呟
い
た
と
き
、
す
べ
て
が
ク
リ
ア
に
な
り
ま
し
た
」

（
塩
原
）

こ
の
何
気
な
い
発
言
が
、
前
面
投
影
面
積
で
不
利
な
側
面
ロ
ー
タ

リ
ー
バ
ル
ブ
を
捨
て
、Ｖ
バ
ン
ク
内
に
キ
ャ
ブ
レ
タ
ー
を
配
置
し
、１

枚
の
ロ
ー
タ
リ
ー
デ
ィ
ス
ク
が
２
気
筒
ぶ
ん
の
吸
気
を
受
け
持
つ
と

い
う
独
創
的
な
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
し
た
。
背
面
ロ
ー
タ
リ
ー
デ
ィ

ス
ク
バ
ル
ブ
吸
気
の
誕
生
で
あ
る
。
こ
う
し
て
Ｙ
Ｚ
Ｒ
５
０
０
初
の

Ｖ
型
４
気
筒
Ｏ
Ｗ
61
は
、’82
年
の
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
で
デ
ビ
ュ
ー
。
ケ
ー

ス
リ
ー
ド
バ
ル
ブ
に
変
更
さ
れ
た
２
年
後
に
は
、Ｅ
・
ロ
ー
ソ
ン
に
よ

っ
て
初
タ
イ
ト
ル
が
も
た
ら
さ
れ
、Ｖ
４
は
そ
の
後
20
年
に
も
わ
た

っ
て
Ｇ
Ｐ
シ
ー
ン
を
席
巻
す
る
こ
と
に
な
る
。

市
販
車
に
も
多
用
さ
れ
た
デ
ル
タ
ボ
ッ
ク
ス

そ
の
後
、Ｔ
Ｚ
Ｒ
２
５
０
を
は
じ
め
と
す
る
市
販
ス
ポ
ー
ツ
モ
デ
ル

に
も
数
多
く
採
用
さ
れ
た
ア
ル
ミ
製
デ
ル
タ
ボ
ッ
ク
ス
フ
レ
ー
ム
は
、

（上）YZRは多くのスーパースターを生み出した。その国籍はイギリス、
フランス、ドイツ、イタリア、スペイン、フィンランド、アメリカ、オ
ーストラリア、そして日本……と、さまざまだった。フランスの英雄、
C・サロンも忘れられない一人。（下）YZR500で全日本選手権3連覇を
達成した平忠彦もGPの舞台へ。

'70年代後半の顔がケニーなら、'80年代はローソン、
そして'90年代は貴公子と呼ばれたレイニーの時代だ
った。'90年から3シーズン連続の世界チャンピオン
となり、YZR500で最後にゼッケン1をつけたライ
ダーとなった。

OW61 【1982年】
500ccGPマシン初の
V型4気筒
2ストGP500で初めてV4エンジンを
搭載したマシン。デルタボックスフレ
ームの萌芽を示すフレーム構成が特徴
だった。後の500ccマシンの方向性
を決めた一台。

OW70 【1983年】
デルタボックスフレームが
登場
初のアルミ製デルタボックスフレーム
採用マシン。フロント17インチ設計
も初めてだった。ケニーｖｓスペンサ
ーの歴史的な死闘を演出した。

OW76 【1984年】
ローソンが初タイトルを獲得

従来型のロータリーディスクバルブ吸
気から、クランク室リードバルブ吸気
方式へ変更。新エースのE・ローソン
が、全4勝を上げて、初タイトルを獲
得した。

OW98 【1988年】
右2本出しマフラー、
左右非対称リヤアーム
エンジン下でクロスしたエキパイを2
本とも右後方に出すレイアウトを採
用。同時に右側を大きく湾曲させた左
右非対称リヤアームを装着した。

OWA8 【1989年】
データ記憶装置を投入

全走行行程でのマシン状態をセンシン
グするデータレコーディングを本格投
入。全日本では藤原儀彦がこのマシン
を駆ってV3を達成した。

OWC1 【1990年】
レイニーを世界チャンピオン
に導く
W・レイニーが通算7勝を挙げ、初の
タイトルを獲得したマシン。後にヤマ
ハが欧州コンストラクターにエンジン
販売、車体データの公開を実施した際
のベース車両となる。

OW81 【1985～86年】
平が全日本でV3を達成

全面新設計のV4を採用。ローソンが2
年ぶり2度目の世界チャンピオンを獲
得した一方で、全日本では平忠彦が3
年連続タイトルを獲得した。

OW86 【1987年】
4 度目のメーカータイトル
獲得に貢献
騒音規制の新レギュレーションに対応
し、テールパイプ部を延長するなどの
排気系の変更を行った。日本GPでは
雨の鈴鹿でR・マモラが独走の優勝。

OW54 【1981年】
スクエア4・ロータリーディ
スクバルブ搭載
ヤマハ初のスクエア4エンジンをアル
ミ製フレームに搭載したモデル。B・
シーンにYZR500での初優勝をもた
らしたオールドファン思い出の一台。

OW60 【1982年】
二代目スクエア4、
クロスビーがランク2 位
重量的にハンデのあったOW54から
6kgの軽量化が図られた。開幕戦では
K・ロバーツ、B・シーンがワンツー
を飾り、G・クロスビーが年間ランク
2位を得た。
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く
扱
っ
た
。

続
く
、
雨
の
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
リ
ン
ク（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）で
行
わ
れ
た

第
２
戦
。
サ
ー
リ
ネ
ン
、
そ
し
て
金
谷
の
順
で
Ｙ
Ｚ
Ｒ
が
ワ
ン
ツ
ー
・

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
を
達
成
す
る
と
、
開
幕
戦
の
勝
利
が
偶
然
で
は
な
い
こ

と
が
証
明
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
打
倒
４
ス
ト
を
実
現
し
た
Ｙ
Ｚ
Ｒ
は
、

一
躍
グ
ラ
ン
プ
リ
・
サ
ー
カ
ス
の
主
役
に
躍
り
出
た
の
で
あ
る
。「
当

時
、
ラ
イ
バ
ル
で
あ
り
目
標
で
も
あ
っ
た
４
ス
ト
・
３
気
筒
の
マ
シ
ン

は
、
だ
い
た
い
１
０
２
馬
力
程
度
の
実
力
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
一
方
で
Ｏ
Ｗ
20
は
95
馬
力
前
後
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も

デ
ビ
ュ
ー
戦
か
ら
ラ
イ
バ
ル
を
圧
倒
で
き
た
の
は
、
最
高
出
力
に
頼
っ

た
戦
闘
力
で
は
な
く
、
総
合
的
な
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
て
い
た
か
ら
で
し

ょ
う
。
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
を
含
め
た
総
合
性
能
を
重
視
す
る
開
発
思
想

を
、
そ
の
時
代
か
ら
ヤ
マ
ハ
は
持
っ
て
い
た
わ
け
で
す
」
当
時
の
開
発

ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
塩
原
正
一
は
、
こ
う
振
り
返
る
。

2
ス
ト
の
可
能
性
を
広
げ
た
Ｏ
Ｗ
35
Ｋ

セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
っ
た
Ｙ
Ｚ
Ｒ
は
、
そ
の
後
も

イ
タ
リ
ア
の
英
雄
、Ｇ
・
ア
ゴ
ス
チ
ー
ニ
ら
の
手
に
よ
っ
て
幾
度
も
優

勝
カ
ッ
プ
を
手
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
Ｙ
Ｚ
Ｒ
だ
け
で
は
な
い
。
ス
ズ

キ
の
Ｒ
Ｇ
５
０
０
は
、
戦
闘
力
に
満
ち
た
２
ス
ト
マ
シ
ン
と
し
て
こ
の

ク
ラ
ス
の
主
役
に
立
と
う
と
し
て
い
た
。
も
は
や「
２
ス
ト
で
は
勝
て

な
い
」
時
代
は
終
焉
し
て
い
た
と
言
っ
て
い
い
。

’77
年
７
月
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
Ｇ
Ｐ
。
こ
の
レ
ー
ス
で
Ｙ
Ｚ
Ｒ
５
０
０

は
、Ｊ
・
チ
ェ
コ
ッ
ト
の
手
に
よ
り
通
算
11
回
目
の
優
勝
を
飾
る
。
こ

の
勝
利
は
、
そ
の
後
の
２
ス
ト
エ
ン
ジ
ン
の
可
能
性
を
広
げ
る
上
で

と
て
も
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。

「
チ
ェ
コ
ッ
ト
の
マ
シ
ン
に
は
、
排
気
デ
バ
イ
ス
の
新
し
い
シ
ス
テ
ム

Ｙ
Ｐ
Ｖ
Ｓ
を
組
み
入
れ
て
い
ま
し
た
。
Ｙ
Ｐ
Ｖ
Ｓ
そ
の
も
の
は
す
で

に
モ
ト
ク
ロ
ッ
サ
ー
な
ど
の
単
気
筒
モ
デ
ル
で
開
発
を
進
め
て
い
た

の
で
す
が
、４
気
筒
モ
デ
ル
へ
の
適
用
は
チ
ェ
コ
ッ
ト
が
乗
っ
た
Ｏ
Ｗ
35

Ｋ
が
初
め
て
で
す
」

と
話
す
の
は
、
や
は
り
当
時
の
開
発
メ
ン
バ
ー

と
し
て
活
躍
し
た
伊
藤
太
一
だ
。

Ｙ
Ｐ
Ｖ
Ｓ
は
、
そ
も
そ
も
排
ガ
ス
対
策
の
研
究

ノ
ウ
ハ
ウ
か
ら
生
ま
れ
た
シ
ス
テ
ム
だ
っ
た
。
４

ス
ト
エ
ン
ジ
ン
と
比
較
し
た
場
合
、
２
ス
ト
が
排

出
す
る
ガ
ス
に
含
ま
れ
る
Ｎ
Ｏ
ｘ（
窒
素
酸
化

物
）の
割
合
は
お
よ
そ
10
％
前
後
だ
が
、
逆
に
Ｈ

Ｃ（
炭
化
水
素
）の
量
は
４
ス
ト
よ
り
多
く
、こ
れ

を
削
減
す
る
こ
と
が
２
ス
ト
開
発
の
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
Ｈ
Ｃ
排
出
の
主
原
因
で

あ
っ
た
２
ス
ト
特
有
の
吹
き
抜
け
現
象
は
、
レ
ー

シ
ン
グ
マ
シ
ン
に
と
っ
て
は
ト
ル
ク
の
谷
と
い
う

ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
に
も
つ
な
が
っ
て
い
た
の
で

総
合
性
能
で「
常
識
」を
覆
し
た
Ｏ
Ｗ
20

１
９
７
３
年
４
月
22
日
―
―
。

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
世
界
選
手
権
の
開
幕
戦
が
行
わ
れ
た
ポ
ー
ル
リ
カ

ー
ル
・
サ
ー
キ
ッ
ト（
フ
ラ
ン
ス
）に
は
、
そ
れ
ま
で
５
年
間
、
グ
ラ
ン

プ
リ
で
の
活
動
を
休
止
し
て
い
た
ヤ
マ
ハ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
チ
ー
ム
の

姿
が
あ
っ
た
。
華
や
か
な
グ
ラ
ン
プ
リ
の
陰
で
密
か
に
開
発
を
続
け

て
い
た
ヤ
マ
ハ
初
の
５
０
０
cc
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
レ
ー
サ
ー
、Ｙ
Ｚ
Ｒ
５

０
０（
Ｏ
Ｗ
20
）を
携
え
て
の
表
舞
台
へ
の
復
帰
だ
っ
た
。

ラ
イ
ダ
ー
は
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
の
Ｊ
・
サ
ー
リ
ネ
ン
と
、
日
本
の

エ
ー
ス
金
谷
秀
夫
の
二
人
。
こ
の
レ
ー
ス
が
30
年
を
数
え
る
Ｙ
Ｚ
Ｒ

５
０
０
開
発
史
の
第
一
歩
で
あ
る
。

当
時
の
５
０
０
cc
ク
ラ
ス
に
は
、ハ
ー
レ
ー
・
ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
を
は

じ
め
と
し
て
、ハ
ス
ク
バ
ー
ナ
、
ケ
ー
ニ
ッ
ヒ
、
ド
ゥ
カ
テ
ィ
、
ブ
ル
タ

コ
、
ノ
ー
ト
ン
、Ｂ
Ｍ
Ｗ
、
ト
ラ
イ
ア
ン
フ
な
ど
、20
種
を
越
え
る
バ

ラ
エ
テ
ィ
に
あ
ふ
れ
た
マ
シ
ン
が
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
グ
リ
ッ
ド
に
並

ん
で
い
た
。
し
か
し
、
レ
ー
ス
は
４
ス
ト
マ
シ
ン
で
戦
う
Ｍ
Ｖ
ア
グ
ス

タ
の
独
壇
場
で
あ
り
、
実
際
、’58
年

か
ら
’72
年
ま
で
の
15
年
間
で
、ア
グ

ス
タ
は
14
回
も
の
メ
ー
カ
ー
タ
イ
ト

ル
を
手
に
入
れ
て
い
た
。「
２
ス
ト

で
は
勝
て
な
い
」、
こ
れ
が
当
時
の

常
識
と
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
ヤ
マ
ハ
は
こ
の
デ
ビ
ュ

ー
レ
ー
ス
で
、
２
位
の
ア
グ
ス
タ
に

16
秒
も
の
大
差
を
つ
け
て
完
勝
を

果
た
す
。
真
っ
先
に
チ
ェ
ッ
カ
ー
を

受
け
た
サ
ー
リ
ネ
ン
だ
け
で
は
な

い
、
金
谷
も
３
位
に
食
い
込
ん
だ
の

で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
メ
デ
ィ
ア

は「
２
ス
ト
の
可
能
性
、
新
時
代
の

到
来
」
と
、こ
の
で
き
ご
と
を
大
き

OW20 【1973～74年】
ヤマハ初の500cc
ファクトリーマシン
前後ディスクブレーキ採用のクロモリ
フレームに、水冷並列4気筒ピストン
リードバルブエンジンを搭載。‘73年
4月のフランスGPにてデビューウィ
ンを飾る。

OW23 【1974～75年】
初の500cc専用開発、
カセットミッション採用
‘74年のベルギーGPで投入し、翌
‘75年のグランプリを戦ったヤマハ初
の500ｃｃ専用設計マシン。500ｃｃ
挑戦3年目にして初の年間タイトルを
獲得した。

OW35 【1977年】
ボア・ストローク変更の
新エンジンを搭載
吸気方式をピストンリードバルブか
ら、ピストンバルブ方式に変更。ボ
ア・ストロークを56×50.6へ変更
し、パワージェット付きキャブレター
も採用された。

OW48 【1980年】
アルミフレームを初採用

角型アルミフレームの採用は、ボディ
の大幅な軽量化を促進した。この年ロ
バーツは全8戦中このOW48で5戦を
戦い、3年連続チャンピオンに輝いた。

OW48R 
【1980年】
両外側後方排気の並列4気筒

‘80年の第4戦オランダG P から投入
されたこのモデルは、前年型のスチー
ルフレームに後方排気エンジンを搭載
し、出力アップを図っていた。

OW53 【1981年】
並列4 気筒最終モデル

‘80年年登場のOW53は、前年に登
場した両外側後方排気の後継モデル。
また並列4気筒エンジン搭載の最終モ
デルでもあった。

OW35K 【1977～78年】
YPVSを採用したケニーの
V1達成モデル
YPVS（ヤマハ・パワーバルブ･シス
テム）を装備したモデル。‘78年には
K・ロバーツが自身初の世界タイトル
を獲得。V3への第一歩を踏み出した。

OW45 【1979年】
ピストンバルブ並列4気筒の
代表マシン
排気ポートの周辺部のみをミクロン単
位で切削する、ホーニングリリーフ工
法を施し信頼性をアップ。‘80年発売
の市販ロードレーサーTZ500のベー
ス車になった。

ヤマハ2ストローク・ファクトリーレーサー

2

’79年はＦ・ウンチーニらのスズキ勢を、K・ロバーツ、J・チェコット、
C・サロンを擁したYZRが迎え撃った。YPVSの信頼性を高めたOW45を
駆り、キング・ケニーが2年連続の王座を獲得。



OWF2 【1993 年】
アルミ押し出し材フレームの
採用
アルミ製のメインフレームに、押出し
材による目の字断面タイプを採用。ヤ
マハにとって通算8度目となるメーカ
ータイトル獲得に貢献した。

OWF9 【1994～95年】
エアボックス加圧で
吸気効率アップ
シーズンを通じてL・カダローラが駆
り、ランキング2位を獲得。95年仕様
では、走行風圧をエアボックス加圧に
活用し、吸気効率を高める設計が施さ
れた。

OWJ1 【1996年】
パウダーピストン採用モデル

耐熱強度に優れるパウダーメタル鍛造
ピストンの採用、シートレール部を廃
した新フレームも特徴だった。阿部典
史が日本GPで初優勝を飾る。

OWK6 【2000年】
通算9度目のメーカータイトル
に貢献
前年のOWK1の発展モデル。G・マッ
コイの3勝、M・ビアッジの2勝、阿
部の1勝などで、7年ぶり通算9度目の
500ccメーカータイトルを獲得した。

OWL6 【2001年】
ビアッジがランキング2位を
獲得
車体ディメンションの見直しにより、
瞬発力あるコーナー脱出特性を実現。
各選手の乗り方に合わせ、ロングタイ
プとショートタイプのリヤアームが投
入された。

OWL9 【2002年】
YZR500 の28代目・
最終モデル
4ストマシンとの混走レギュレーショ
ンの中、ドイツGPでO・ジャックが
PPを獲得。また阿部がランキング6位
に入り、YZR500 の高ポテンシャル
を示した。

OWH0 【1997年】
Vバンク角75度、
ドライブ軸位置変更
エアボックス容量確保のために、Ｖバ
ンク角を75度に変更。OWJ1と平
行開発されたが、結果的に実戦投入
が前後して開発コードと出場年度が
逆転した。

OWK1 【1998～99年】
無鉛仕様で各コースの最高速
を更新
規則変更に伴い無鉛ガソリン仕様とな
ったモデルだが、各コースの最高速
記録を次々に更新した。熟成が進ん
だ英国GPでS・クラファーが初優
勝を飾る。

OWD3 【1991年】
通算7度目のメーカータイトル

新たに電子制御のリアサスペンション
（CES）を採用。W・レイニーが6勝
を飾り、2度目の世界タイトルを獲得
した。ヤマハは通算7度目のメーカー
タイトルを獲得。

OWE0 【1992年】
レイニーがV3を達成

155PSから160PSにパワーアップ。
W・レイニーが3勝を挙げて、キン
グ・ケニーに並ぶ3年連続3度目の世
界チャンピオンを獲得した。

’83
年
以
降
の
Ｙ
Ｚ
Ｒ
を
代
表
す
る
フ

ィ
ー
チ
ャ
ー
と
言
え
る
。
初
め
て
こ
の

フ
レ
ー
ム
を
搭
載
し
た
の
は
、
キ
ン

グ
・
ケ
ニ
ー
が
Ｎ
Ｓ
５
０
０
の
Ｆ
・
ス
ペ

ン
サ
ー
と
歴
史
に
残
る
死
闘
を
演
じ

た
Ｏ
Ｗ
70
だ
っ
た
。

そ
も
そ
も
デ
ル
タ
ボ
ッ
ク
ス
フ
レ
ー

ム
は
、
車
体
剛
性
の
向
上
を
直
接
的

に
狙
っ
て
開
発
さ
れ
た
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、Ｖ
４

エ
ン
ジ
ン
を
効
率
よ
く
搭
載
す
る
た

め
の
骨
格
研
究
か
ら
生
ま
れ
て
き
た

形
状
と
言
っ
た
ほ
う
が
正
確
だ
。

話
は
逸
れ
る
が
、
こ
の
デ
ル
タ
ボ

ッ
ク
ス
開
発
の
過
程
に
お
い
て
、ユ

ニ
ー
ク
な
ト
ラ
イ
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
。
重
心
マ
ス
の
集
中
を
目
的
と
し
て
、
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
の
内

部
を
そ
の
ま
ま
燃
料
タ
ン
ク
と
す
る
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
、
実
際

に
フ
レ
ー
ム
の
内
側
に
航
空
機
用
の
特
殊
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
施
す

な
ど
、
実
戦
投
入
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が
行
な
わ
れ
て
い

た
と
い
う
。
最
終
的
に
は
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
が
ク
リ
ア
で

き
ず
、
画
期
的
な
タ
ン
ク
イ
ン
フ
レ
ー
ム
が
世
に
送
り
出
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
が
…
…
。

デ
ル
タ
ボ
ッ
ク
ス
フ
レ
ー
ム
は
、
毎
年
の
よ
う
に
進
化
を
繰
り
返
し

た
。
メ
イ
ン
チ
ュ
ー
ブ
は
モ
ナ
カ
構
造
か
ら
目
の
字
断
面
に
変
更
さ

れ
、
材
質
や
剛
性
バ
ラ
ン
ス
の
最
適
化
な
ど
に
関
し
て
も
次
々
に
モ

デ
ィ
フ
ァ
イ
が
加
え
ら
れ
た
。

た
と
え
ば
、Ｗ
・
レ
イ
ニ
ー
に
よ
っ
て
３
勝
を
挙
げ
た
’93
年
の
Ｏ
Ｗ

Ｆ
２
で
は
、
フ
レ
ー
ム
の
素
材
に
ア
ル
ミ
の
押
し
出
し
材
が
使
わ
れ

て
い
た
。
押
し
出
し
材
と
は
、ア
ル
ミ
材
を
適
度
に
加
熱
し
管
状
に

押
し
出
し
て
固
め
る
方
法
だ
が
、こ
の
手
法
を
用
い
る
こ
と
で
そ
れ

ま
で
困
難
だ
っ
た
形
状
や
精
度
の
高
い
加
工
が
可
能
と
な
り
、
飛
躍

的
に
剛
性
を
高
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
で
成
功
だ
っ
た
か
と
言
え
ば
そ
う
で
も
な
い
。
数

値
的
に
驚
く
ほ
ど
の
高
剛
性
を
達
成
し
た
フ
レ
ー
ム
は
、
そ
の
し
な

り
と
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
働
く
領
域
が
か
み
合
わ
ず
、
超
高
速
で
の

操
縦
安
定
性
に
お
い
て
あ
ま
り
高
い
評
価
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ

う
し
た
経
験
も
経
て
次
モ
デ
ル
の
Ｏ
Ｗ
Ｆ
９
で
は
パ
ネ
ル
材
の
フ
レ

ー
ム
に
戻
さ
れ
、「
高
い
剛
性
を
確
保
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
得
る
」
と
い

う
開
発
か
ら
、「
い
か
に
ア
ル
ミ
の
し
な
り
を
操
安
性
に
生
か
す
か
」

と
い
う
方
向
に
設
計
意
図
が
転
換
さ
れ
て
い
っ
た
。

グ
ラ
ン
プ
リ
の
活
性
化
を
目
指
し
て

’90
〜
’91
年
、
ヤ
マ
ハ
は
W
・
レ
イ
ニ
ー
の
活
躍
に
よ
っ
て
、
２
年
連
続

の
個
人
＆
メ
ー
カ
ー
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
し
た
。
一
方
で
、
グ
ラ
ン
プ

リ
界
は
別
の
次
元
の
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
モ
ー
タ
ー
サ
イ

ク
ル
レ
ー
ス
の
頂
点
と
し
て
長
く
伝
統
を
守
っ
て
き
た
Ｇ
Ｐ
５
０
０

ク
ラ
ス
の
エ
ン
ト
リ
ー
台
数
が
年
々
減
少
し
、
一
部
存
続
を
危
ぶ
む

声
ま
で
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
だ
。

そ
う
し
た
環
境
の
中
、
ヤ
マ
ハ
は
グ
ラ
ン
プ
リ
の
活
性
化
を
目
的

と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
向
け
に
Ｙ
Ｚ
Ｒ
５
０
０

の
エ
ン
ジ
ン
を
供
給
す
る
こ
と
を
発
表
し
、’92
年
か
ら
実
際
に
販
売

へ
と
踏
み
切
っ
た
。

も
と
も
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
Ｇ
Ｐ
チ
ー
ム
の
活
動
は
、メ
ー
カ
ー
製
造

の
エ
ン
ジ
ン
を
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
丹
念
に
仕
上
げ
た
フ
レ
ー
ム
に

載
せ
る
ス
タ
イ
ル
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、

ヤ
マ
ハ
は「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
の
マ
シ
ン
が
グ
リ
ッ
ド
に
た
く
さ
ん
並
ぶ
こ

と
、
そ
れ
が
グ
ラ
ン
プ
リ
の
振
興
に
直
結
す
る
」と
考
え
た
の
だ
っ
た
。

エ
ン
ジ
ン
販
売
と
は
、
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
技
術
の
公
開
で
あ

る
。
そ
の
思
い
切
っ
た
判
断
は
、
想
像
以
上
の
効
果
を
も
た
ら
す
こ

と
に
な
っ
た
。

’92
年
の
開
幕
戦
、
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
で
開
催
さ
れ
た
日
本
Ｇ
Ｐ
の

ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
グ
リ
ッ
ド
は
、Ｙ
Ｚ
Ｒ
５
０
０
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載

し
た
マ
シ
ン
に
よ
っ
て
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。
そ
の
数
は
、
全
出
場
車
の

う
ち
３
分
の
２
に
あ
た
る
23
台
に
も
の
ぼ
り
、
ヤ
マ
ハ
の
狙
い
通
り
、

Ｇ
Ｐ
５
０
０
ク
ラ
ス
は
一
気
に
華
や
か
な
活
気
を
取
り
戻
す
こ
と
に

な
っ
た
。

ヤ
マ
ハ
エ
ン
ジ
ン
の
供
給
先
で
あ
る
Ｒ
Ｏ
Ｃ
と
ハ
リ
ス
の
両
コ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
に
は
、
そ
の
後
、
車
体
に
関
す
る
開
発
デ
ー
タ
も
公
開

さ
れ
た
。
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
チ
ー
ム
が
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
対
し
て
図

面
を
提
供
し
、
整
備
・
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
授
す
る
な
ど

と
い
う
こ
と
は
、Ｇ
Ｐ
史
上
初
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
努
力
に
よ
っ
て
、’92
〜
’94
年
の
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

ズ
・
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、Ｒ
Ｏ
Ｃ
が
４
位
、ハ
リ
ス
が
５
位
を
占
め
た
。

そ
の
結
果
は
、
そ
の
ま
ま
Ｙ
Ｚ
Ｒ
５
０
０
エ
ン
ジ
ン
の
戦
闘
力
、
そ
し

て
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
を
含
め
た
汎
用
性
の
高
さ
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
特
殊
な
ア
ル
ミ
材
を
使
わ
な
く
と
も
、
高
性
能
な
シ
ャ
ー
シ

の
製
造
が
可
能
と
い
う
ヤ
マ
ハ
の
車
体
設
計
の
特
色
を
証
明
す
る
こ

と
に
も
な
っ
た
。

●

’02
年
、
モ
ト
Ｇ
Ｐ
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
世
界
最
高
峰
の
モ
ー

タ
ー
サ
イ
ク
ル
レ
ー
ス
。
そ
こ
に
は
、Ｙ
Ｚ
Ｒ
の
名
を
冠
し
た
４
ス
ト

マ
シ
ン
、Ｙ
Ｚ
Ｒ
‐
Ｍ
１
の
姿
が
あ
っ
た
。

世
界
タ
イ
ト
ル
へ
の
あ
く
な
き
執
念
と
と
も
に
、
モ
ー
タ
ー
サ
イ

ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
担
い
手
と
し
て
の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
す

で
に
始
ま
っ
て
い
る
。
30
年
間
休
ま
ず
走
り
続
け
た
Ｙ
Ｚ
Ｒ
５
０
０
の
開

発
、
そ
こ
で
育
ま
れ
、
培
わ
れ
た
ヤ
マ
ハ
レ
ー
シ
ン
グ
ス
ピ
リ
ッ
ト
、
そ
し

て
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
を
、
ぜ
ひ
サ
ー
キ
ッ
ト
に
足
を
運
ん
で
ス
タ
ン
ド
か

ら
見
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
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’80年代にYZRの黄金時代を築いたE・ローソン。そのしたたかなレース
運びから、ステディ・エディと呼ばれた。


